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審 査 結 果 の 要 旨 
 
人工膝関節全置換術（total knee arthroplasty: TKA と略）で良好な長期成績を得るためには，
インプラントを高い精度で設置しなければならない．脛骨インプラントは，脛骨関節面中心と
足関節中心を結ぶ下腿機能軸に対して 3°以内に設置するように推奨されており，術中にこれら
の参照点を同定する必要がある．一方，足関節周囲の前脛骨筋腱（ tibialis anterior tendon: TAT
と略）および長母趾伸筋腱（extensor hallucis longus tendon: EHLT と略）の走行と足関節中心の
解剖学的な位置関係は一定であり，これらの腱が下腿機能軸の足関節中心の指標に有用な可能
性がある．本研究では変形性膝関節症の症例に対して magnetic resonance imaging（MRI）を撮
像し，TKA の際に足関節中心の正確な指標となる腱を明らかにすることを目的とした． 
申請者は，内側型の変形性膝関節症に対して初回 TKA を予定した 61 例 79 膝を対象とし，
脛骨骨軸に対して垂直となるよう MRI を撮像した．3 つのレベルの横断像（足関節，足関節の
5mm 近位，足関節の 5mm 遠位）を選択し，足関節中心から TAT 内側，TAT 中央，TAT 外側，
EHLT 中央までそれぞれ結ぶ線を作成した．脛骨関節面の Akagi’s line を各横断像に投影し，各
線との角度差を計測し，ΔAと定義した．全症例のうち，ΔAが 5°あるいは 10°以内である割合
を算出した．下肢骨格形態の各指標として，femorotibial angle（FTA），hallux valgus angle（HVA），
varus-valgus angle（VVA）を計測し，ΔAとの関連を Spearman の相関係数で解析した．  
EHLT 中央の ΔA は足関節レベルで 1.6±3.4°であり，TAT 内側，TAT 中央，TAT 外側の ΔA
と比べて最小値であった．また，5°以内は 84.8%，10°以内は 100%であり，全ての ΔA の中で
最高頻度であった．足関節レベルの EHLT 中央が足関節中心の最も精度の高い指標と考え，下
肢の骨格形態が精度に影響しないか検討した．各骨格形態についてそれぞれ FTA185°，HVA20°，
VVA76°を境界として 2 群に分けて比較したところ，EHLT 中央の ΔAはいずれの 2 群間でも有
意差を認めなかった．また，この ΔAは FTA，HVA，VVA と相関していなかった． 
本研究では，足関節周囲で触知が容易な指標として TAT または EHLT に着目して足関節中心






以上が本論文の要旨であるが，TKA の際に EHLT が足関節中心の正確な指標となり，簡便に
脛骨インプラントを高い精度で設置できる点で，医学的に価値ある研究と認める．  
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